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本書の目的と動作環境 

本書の目的 

本書は「介護医療院への移行に係る収支シミュレーションツール」ならびに当該ツールに付属する

「資金計画・借入金シミュレーションシート」および「利用者負担計算シート」の運用方法を説明す

ることを目的としています。 

なお、ツール内で引用される「介護医療院開設に向けたハンドブック」に準拠して作成しておりま

す。こちらもあわせてご覧ください。 

推奨環境 

⚫ 推奨環境 OS：Windows10  

➢ ブラウザ：Internet Explorer 11以上 

➢ Office：Microsoft Office Excel 2010以上 

➢ メモリ容量：2GB以上 

※Microsoftは米国MicrosoftCorporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

免責事項 

⚫ 「介護医療院への移行に係る収支シミュレーションツール」ならびに当該ツールに付属する「資金計

画・借入金シミュレーションシート」および「利用者負担計算シート」については、2021年4月介護報

酬改定の改定内容に基づき作成し、内容については細心の注意を払って作成していますが、誤謬や不

具合を含む恐れがあります。シミュレーション結果等について、利用者においてご確認の上ご利用い

ただくようお願い申し上げます。 

操作の流れ 

⚫ 基本的な利用方法としては、「入力シート」に以下の手順のとおりご入力いただき、その後、「出力シ

ート」でご確認いただく流れになっています。なお、加算や特別診療費を算定する場合は、療養棟ご

とに加算等の内容について入力する必要があります。 

 

（任意）算定基準日の設定

手順１ 施設の所在地の選択

手順２－１

「施設種類・基本報酬」「居室種類」を選択

手順２－２

利用率、要介護、食費、加算（減算）、特別診療費の入力

手順３ 支出（人件費・経費）の入力
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シート構成 

シートは全部で８枚に分かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各シートの役割 

 

シート名 役割 

入力シート 算定基準日や地域区分単価や療養棟ごとの算定サービス費などの収入、人

件費・経費などの支出を入力します 

出力シート シミュレーション結果を出力します 

加算項目（A 病棟） 

～加算項目（D 病棟） 

療養棟ごとの加算、特別診療費を入力します 

資金計画・借入金返済 

シミュレーションシート 

基本的な資金計画の策定や借入金返済シミュレーションができます 

利用者負担計算シート 個別の利用者の概算負担額が計算できます 

  

画面下部のタブでシートを選択できます 
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操作方法詳細 

（任意）算定基準日を設定する 

 2021年 4月の報酬改定において一部の加算や減算は経過措置期間が設定されております。 

また、年度の途中に報酬額や利用者負担額に変更があります。 

算定基準日を変更することで経過措置期間等を反映した収支シミュレーションをすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付は「本ツールを起動した日」が初期設定されておりますが、日付を上書きすることで算定基準日を変更する

ことができます。 

 数字以外の文字を入力したとき、2月 30日など存在しない日付を入力した際にはエラーメッセージが出てそれ

以降のシミュレーションができなくなりますのでご注意ください。 

 

 

（参考） 

経過措置期間があるもの、年度の途中に報酬等に変更があるもの 

食費の基準費用額の見直し 2021年 8月 1日から 

高額介護（予防）サービス費の見直し 2021年 8月 1日から 

新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価 2021年 9月 30日まで 

介護職員処遇改善加算（Ⅳ）及び（Ⅴ）の廃止 2022年 4月 1日から 

排せつ支援加算の見直し 

（排せつ支援加算（Ⅳ）の廃止） 
2022年 4月 1日から 

施設系サービスにおける栄養ケア・マネジメントの充実 

（栄養マネジメント未実施減算の算定開始） 
2025年 4月 1日から 
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手順１  施設の所在地を選択する 

ファイルを開いたら、「入力シート」タブをクリックし、一番上までスクロールします。 

なお、セルの色が、■（クリーム色）の場合はプルダウンメニューから選択、■（うすい橙色）の場合は数値を 

入力いただく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順１－１で施設の所在地を選択します。 

（１）で都道府県を選択し、（２）で区市町村を選択します。 

 

手順１－２は手順１－１の選択結果によって自動で算出されますので間違いがないかご確認ください。 

  

（１）と（２）で施設所在地を選択します 
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手順２  報酬単価算定のため施設の基本情報を入力する 

手順２では収入試算の基礎となる基本サービス費の選択や、想定利用率等の入力をします。 

 

手順２－１ 「施設種類・基本報酬」「居室種類」を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大４療養棟まで入力できます。上の図の、①②③の順番で入力してください。 

表の左右に組み合わせエラー等のメッセージが出ていないかご確認ください。 

手順２－２ 想定利用率、想定要介護等を入力する 

算定する療養棟ごとに想定利用率や想定要介護割合を入力していただきます。 

最大で A～D病棟の４つを入力することになりますので、入力漏れがないようお気を付けください。 

 

〇想定利用率と想定要介護度は、要介護度の割合から入力する方法と、想定年間延利用者数を入力する方法があり、

どちらか１つを選んで入力していただきます。（片方を入力するともう片方がグレーアウトします） 

 

（１）想定利用率・想定要介護割合から計算する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記画像の①の赤枠のように当該療養棟の想定利用率を入力してください。 

その後、②の構成割合を合計が 100％となるよう整数を入力してください。 

最後に③の部分でエラーメッセージが出ていないかご確認ください。 



 

7 

 

（２）想定年間延利用者数を入力して計算する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記画像の①の赤枠のように当該療養棟の想定年間延利用者を要介護度ごとに入力してください。 

①の入力後、②の部分でエラーメッセージが出ていないかご確認ください。 

 

 

〇（１）または（２）で利用率と年間延利用者数の入力が完了しましたら、 

食費・居住費・その他費用の入力をしていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食費：デフォルトでは基準額が入力されておりますが、自由に入力することができます。 

居住費：居室種類に応じて日額の基準費用額が自動で反映されます。 

     基準費用額を用いない場合は日額に換算したうえで金額を上書きしてください。 

その他：水光熱費や日用品の購入代金等を「日額換算」で入力ください。 
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（任意）加算を入力する 

療養棟ごとに算定する加算を入力することができます。 

なお、加算については入力せずに収支シミュレーションを作成することが可能です。 

より正確なシミュレーション結果を得たい場合はご入力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記画像の赤枠内にある「加算および特別診療費を入力する場合はここをクリックしてください」をクリックすると 

療養棟ごとの加算および特別診療費を入力するシートに移動します。 

 

加算は以下のシートで入力します。加算入力部分の下部には特別診療費の入力箇所があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 算定する加算を「有」としていただくと、年額換算の加算報酬額が算定されます。 

② 算定回数や対象人数の定めがある加算について、年間の算定数を指定していただきます。 

例）排せつ支援加算（Ⅳ）の対象人数が 1月当たり 30人の場合、30人×12月で 360人と入力。 
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③ 減算項目がある場合は選択してください。 

なお、療養環境減算（Ⅱ）は施設全体での減算であることから、A療養棟で「有」と入力いただきますと、 

その他の療養棟にも減算が反映されます。 

④ 年額換算の加算合計額です。 

 

（任意）特別診療費を入力する                                                   

加算項目を入力するシートの下部に特別診療費の入力をする箇所があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ①「入力シート」は戻るリンクです。 

② ②で算定する特別診療費を「有」としていただくと、年額換算の報酬額が算定されます。 

③ 算定回数や対象人数の定めがある特別診療費については、年間の算定数を指定していただきます。 

④ 年額の特別診療費合計額です。 

療養棟の収入額を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記赤枠内に当該療養棟の報酬額が表示されます。 

なお、「外泊等の加算による所定単位数減算」とは、「外泊時費用」「試行的退所サービス費」「他科受診時費用」を算定

時には基本サービス費が算定できないことによる減算（基本サービス費と加算額の差額）です。 
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手順３  支出（人件費・経費）を入力する 

支出の入力については、「令和２年度介護事業経営実態調査」の調査結果を用いた推計値（平均値）で算出するこ

とも、個別の項目を入力することによって算出することも可能です。 

人件費を入力する 

（１）「令和２年度介護事業経営実態調査」の調査結果を用いて人件費を算出する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①「令和２年度介護事業経営実態調査結果」と「個別に入力」を選択でき、「令和２年度介護事業経営実態調査結

果」を選択した場合は、②③が表示され、④がグレーアウトし入力できなくなります。 

②「令和２年度介護事業経営実態調査結果」における人件費率です。 

③「入力シート」の手順２で算出した収入額に②の人件費率をかけて算出した人件費です。 

 

（２）「個別に入力」し人件費を算出する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「個別に入力」を選択すると②の表の部分に入力できるようになります。 

② 主要職種はデフォルトで入力してあります。その他の職種はその他①などで追加入力してください。 

③ 人件費について●●千円など実績等をスライドして入力する場合は、その他①～④を改変して入力してください。 

④ 法定福利費は自由に割合（％）で設定可能です。 

※併設医療施設との兼務職員がおり、給与を折半する場合は、人数欄に 0.5（人）や 0.25（人）と入力するなど、 

介護医療院の費用として計上する分の人件費を按分して入力してください。 
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経費を入力する 

（１）「令和２年度介護事業経営実態調査」の調査結果を用いて経費を算出する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「令和２年度介護事業経営実態調査」と「個別に入力」を選択でき、「令和元年度介護事業経営概況調

査」を選択した場合は、②③が表示され、④がグレーアウトし入力できなくなります。 

② 「令和元年度介護事業経営概況調査」における経費率です。 

③ 「入力シート」の手順２で算出した収入額に②の経費率をかけて算出した経費です。 

 

（２）「個別に入力」し人件費を算出する場合 

 
 

① 「個別に入力」を選択すると②の表の部分に入力できるようになります。 

② 個別の項目を入力していただくことも、●●千円のように実績等をスライドして入力することもできます。 

※新たに購入する品目や水光熱費などの費用で、併設医療施設と費用を負担しあうもの（共用するもの）について

は、数量欄に 0.5や 0.25 と入力するなど、介護医療院として計上する分の費用を按分して入力してください。  
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手順４  シミュレーション結果を確認する 

 

 

 

 

 

 

手順１～３を入力いただきましたら、手順４の「シミュレーション結果の出力シートに移動」をクリックしてください。 

出力シートに移動します。 

 

出力シート（施設全体）の見方 

出力シートは、入力いただいたすべての療養棟の収支を合算した「施設全体の収支」が出力される部分と、 

「個別の療養棟の収支」が出る部分に分かれています。 

シート全体を印刷していただくと、全体の収支、療養棟ごとの収支がそれぞれ印刷されます。 

 

〇全体の収支シミュレーションの見方 

最初に数字が正しく表示されて

いるかご確認ください（入力してい

ない箇所は 0が表示されます）。 

 

①入力シートの上から 2行目の算

定基準日が反映されているかご確

認ください。 

 

②施設全体の病床数が表示され

ます。 

入力シートの手順２－１の病床

合計を引用しています。 

 

③収入のシミュレーションが表示さ

れます。 

 入力シートの手順２－２で入力い

ただいた個別の療養棟の収入の

合算です。 

 

④支出のシミュレーションが表示さ

れます。 

 入力シートの手順３で入力いただ

いた結果がそのまま表示されます。 

 

⑤収支差のシミュレーションが表示

されます。 

 課税前償却前利益ですので、実

際には減価償却費や法人税等を加

味する必要があります。  
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出力シート（個別の療養棟）の見方 

病棟 Aから病棟 D まで最大４つの療養棟の平均単価などの収入に関するシミュレーションおよび個別の療養棟で

算定した加算や特別診療費の結果が表示されま

す。 

 

 

①療養棟別の病床数や利用率等が表示されます 

  入力シートの手順２－２で入力いただいた 

  個別の療養棟の収入に基づいて算出されます 

 

 

②当該療養棟で算定した加算や特別診療費につ

いて項目名の右に〇が表示されます 

 

 

「入力シート」で入力していない療養棟について

はグレーアウトされます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「介護医療院への移行に係る収支シミュレーションツール」の運用方法については以上です。 

よくあるご質問 

Q1. 療養棟が６棟に分かれているので、（手順２－１）の４枠だと不足します                           

→A1. ツールのファイルを２つ利用して入力してください 

その場合、出力シートに算出される施設全体の収支については２つのファイルの数値を合算してください 

 

Q2. 1つの療養棟内で従来型個室と多床室が混在しています。どのように入力すればいいです 

→A2. 便宜上、従来型個室部分と多床室部分（または、ユニット型個室部分とユニット型個室的多床室部分）を 

それぞれ 1つの療養棟として別の行に入力してください 

その場合、出力シートに算出される療養棟単位の収入額については、2つの療養棟を合算してご覧ください。 

なお、療養棟を分離して計算した結果、療養棟の入力枠（手順２－１）が不足した場合は、上記の Q1の通り 

ファイルを２つ利用してください 

 

Q3. 1 つの療養棟内で従来型個室と多床室が混在しており、別々の療養棟としてシミュレーションしま

す。その際、２つの療養棟で同じ加算をとりますが、簡単に入力する方法はありますか 

→A3.加算シートの右に他の療養棟の加算を一覧表示することが可能です。 

   次ページの図のようにコピー&ペーストすることで他の療養棟と同じ加算を簡単に入力することができます。 
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他の療養棟の加算をコピーする 

（１）各加算シートの右端に他の療養棟の加算項目を表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠で囲んでいるセルで参照する療養棟を選択すると、下に参照する療養棟で算定している加算が表示されます。 

 

（２）表示された別療養棟の加算項目をコピー&ペーストする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①Q列（右端）に別療養棟の加算項目が表示されますので、列全体を選択しコピーします。 

②I列（加算の入力列）全体を選択しデータを貼り付けます。その際、「値」貼り付けをしてください。 

 

（３）コピー元と同じ加算項目となっていることを確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

15 

 

資金計画・借入金返済シミュレーションを作成する 

「入力シート」の下部に「資金計画・借入金返済シミュレーション」シートへのリンクがあります。 

シートタブから直接選択いただくことも可能です。 

１つのシートで資金計画の作成と、借入金返済のシミュレーションができます。 

資金計画の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「事業費」に見込まれる費用について入力してください。 

② 「建築資金」「運転資金」など、資金使途毎に「事業費」と「補助金＋借入金＋自己資金＋その他」が等しくなるよ

うに金額を入力してください。 

③ 縦横の金額が等しくない場合は、「事業費」の「合計欄」にエラーメッセージが出ますので入力内容をご確認くだ

さい。 

 

借入金返済シミュレーションを作成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①借入金総額、利率（年率）、返済年数を入力します。 

 ②据置期間（借入元金返済の猶予期間）が０～３年で設定できます。 

③①②に基づいて元金均等返済、年賦償還（年 1回の元利返済）の条件で返済額をシミュレーションします 
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利用者負担計算シートを作成する 

介護医療院に移行した際、利用者負担がどれくらいになるのか、 

個別の利用者様に対して概算月額利用料金を提示できるように１枚にまとめた計算シートです。 

本シートは「入力シート」の作成後にご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ご利用される利用者様が「入力シート」で入力した療養棟のうち、どこに入所されるかを選択ください。 

②ご利用者様のお名前をご入力ください。 

③要介護度や入所予定の療養棟、介護保険の負担割合などを選択してください。 

  入所予定の療養棟は「入力シート」の手順２－１（P.6）で選択した療養棟のみが選択肢に出てきます。 

④利用者負担割合が第４段階の場合、施設が定めている居住料金・食費を月額でご入力ください。 

  別段の定めがない（基準額を使用している）場合はご入力いただく必要はございません。 

⑤移行前の利用者様の負担額についてご入力ください。 

⑥入力シートに基づき、移行後の利用者負担額が自動で算出されます。 

  また、利用者負担段階に基づき高額介護サービス費の上限額が自動で算出されます。 

⑦「入力シート」の手順１に入力された都道府県が出てきます。 

  相違がある場合は入力シートの手順 1（P.5）をあらためてご選択ください。 

 


